2015年3月21日　インド大使館　ウパニシャッド（第2回）
・読み：第二章　ケーナウパニシャッド（Ｐ33～Ｐ36の3行目）
(前回の補足説明)
前回ウパニシャッドという言葉の中に、霊的な無知を取り除く、束縛を緩める、真理に導くという3つの意味があるという説明をしました。
一番大きな無知は「私は体です」という意識です。真理は「私はアートマン、私は魂」です。すべての霊的実践の目的はただひとつ、「私はアートマンです」と理解することです。瞑想、識別、祈り、カルマ・ヨーガ、バクティ・ヨーガ、ラージャ・ヨーガ、ギャーナ・ヨーガ、みな同一の目的を目指しています。バクティ・ヨーガで「私は神様の子供です」と理解することも同じです。「私は神様の子供」というとき、みなさんのイメージはいつも肉体的ですが、本当の意味は「私は純粋な意識」です。神様も純粋な意識、私も純粋な意識、私は神様の一部です。信者の「私」はその意味です。肉体的な私ではありません。

またウパニシャッドは先生の近くに行って勉強しなければならないという話をしました。なぜなら先生の性格を観察し、先生のいろいろな性質をみて勉強する必要があるからです。先生はその教えの化身のようなものです。ウパニシャッドの教えの化身が真の教師です。
ウパニシャッドの学び方
またウパニシャッドをどのように勉強していくかという話もしました。勉強の最初の段階は「聞くこと」ですが、聞く前の準備もあります。生徒は心の清らかさを準備しなければなりません。心の中の汚れ、否定的な感情をきれいにしなければなりません。
世俗的な楽しみの対象は一時的であり、そこから私たちの否定的な感情が発生しています。貪欲、怒り、うぬぼれ、肉欲、それらの対象はみな一時的です。一時的な対象への興味がある限り永遠について興味を持つことができません。世俗的な意識をだんだん減らす必要があります。これが心の清らかさ、純粋さの意味です。同時に真理について考えるために、微妙なもの、精妙なものを集中して考える実践も必要です。
①　スラヴァナ[Sravana]
準備ができたらスラヴァナ[Sravana]、勉強に入ります。カタ・ウパニシャッドの中にサンスクリット語で「スラヴァナーヤーピ・バフービッリョ・ナ・ラッビャハ」という言葉がでてきます。多くの人は真理について聞くチャンスがないという意味です。このことを考えれば我々はラッキーです。しかし教えはとても精妙ですし、その種の勉強は我々にとって未経験なので、一回だけ聞いただけでは理解できません。それに加えて私たちの興味は世俗的な対象に占められていて、永遠について今までほとんど考えることはありませんでした。ウパニシャッドは物語ではないので、一度聞いただけでは理解もできないし、深い印象を得ることはできません。おなかが一杯の時に食べたくても入らないのと同じように、心に世俗的なものがいっぱい詰まっている状態では、真理の知識は入れたくても入らないのです。ですから何回も何回も「私はブラフマンです、私はブラフマンです」とジャパムして言い聞かせなければなりません。我々が今まで行っていたジャパムは「私は誰々である、私は誰々である」というものです。今までのジャパムに反対しなければなりません。「わたしは誰々ではない、私はアートマンです」、「Soham、Soham、それ（ブラフマン）は私です」と。ヴェーダーンタの聖典の中に、真理について朝起きてから夜寝るまで考えてくださいという助言があります。そうしないと無知は取り除かれません。
②　マナナ[Manana]
その次に、学んだ内容について「本当にそうだろうか？」「反対のことはないだろうか？」と議論するのがマナナ[Manana]です。議論だけでなく、識別してこれは真理かそうでないか考えます。マナナから真理の実践が始まります。スラヴァナはまだ勉強だけです。
③　ニディッデャーサナ[Nididhyasana]

マナナができたら次はニディッデャーサナ[Nididhyasana]です。議論も無し、識別も無し、「私は魂、私はアートマン、私はブラフマンです」と真理を集中して考えるだけです。
④　サマディ[Samadhi]

最後がサマディ[Samadhi]、悟りです。
ウパニシャッドの起源
ウパニシャッドはいつつくられたのでしょうか？ウパニシャッドの源は何でしょうか？
ウパニシャッドの源はヴェーダです。ヴェーダはヒンズー教最古の聖典です。ヴェーダはサンスクリット語で「知る」、すなわち「霊的な知識」という意味です。この意味ではコーランや聖書などのすべての聖典はヴェーダと言えます。
ヴェーダには次の４種類があります。

1 リグ・ヴェーダ[Rik-veda]
2 サーマ・ヴェーダ[Samaveda]
3 ヤジュル・ヴェーダ[Yajurveda]
4 アタルヴァ・ヴェーダ[Atharvaveda]
最古のヴェーダはリグ・ヴェーダで、たくさんのマントラで構成されています。そのマントラをメロディーにのせて唱える賛歌が収録されているのがサーマ・ヴェーダです。インドの古典音楽の源流であり、音階「サレガマパダニサ」のもとになりました。ヤジュル・ヴェーダには儀式・祭式で唱える祭詞が収められています。アタルヴァ・ヴェーダには真理に関する知識だけでなく、さまざまな世俗の知識も含まれています。薬学、占星術、方位学、武術などです。
各ヴェーダはそれぞれ以下の４つの部分から構成されています。
5 サムヒター[Samhita]
6 ブラフマナ[Brahmana]
7 アーランニャカ[Aranyaka]
8 ウパニシャッド[Upanishad]　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
もともとヴェーダにはこのように分類はありませんでしたが、ヴィヤーサによって体系化
されました。ヴィヤーサはマハーバーラタ叙事詩の作者です。ヴィヤーサの名前の由来は
[Vedaviyasa]、「ヴェーダを体系化した者」という意味です。
サムヒターは多くのマントラが収められています。ブラフマナはマントラの意味と使い方の説明、アーランニャカは森の中の教え
、ウパニシャッドは哲学です。
面白いことにヴェーダは一人の人間によって作られたものではありません。コーランはムハンマドという預言者を通して啓示されましたし、新約聖書はイエス・キリストの、仏教は釈迦の教えを中心に成立しました。一方ヴェーダは、ときに作者とされる聖者の個人名が出てくることもありますが、実際は彼の手だけによるものではありません。ヴェーダには多くの聖者たちの霊的思索と議論、深い瞑想の中で彼らの心に現われた真理が記されています。これがヴェーダの特徴です。
コーラン、聖書についても真理に関して言えば、人間の手によって作られたものではありません。これをアパウルシェーヤ[Apaurusheya]といいます。Purushaは人間、否定のaがついた形容詞がapaurusheyaで、特定の人間が作ったものではないという意味です。
ヴェーダのもう一つの特徴はスルティ[Sruti]です。文字で記されることなくグルからグルへ継承されてきました。
ヴェーダの他の分類法として、ヴェーダは次の二つに分けられます。

①　カルマ・カンダ[Karma-kanda]（儀式の部分）

②　ギャーナ・カンダ[Jnana-kanda]（知識の部分）
カルマという言葉は前後関係によって様々な意味で使われますが「働き・活動とその結果」の他に、「儀式」という意味があります。カンダは部分、カルマ・カンダで儀式の部分です。
昔の人も今と変わらず多くの欲望を持っていました。異なるのは欲望を叶える方法だけです。現在では金銭やその他様々な手段・道具によって欲望を満足させようとしますが、昔の人々は神を祀り、神に祈り、神を喜ばせることによって、自分たちの願いを叶えてもらおうとしました。自然崇拝の伝統のあるアニミズム、神道にも同じ目的が見られます。
ヴェーダの時代、人々はインドラ、ミトラ、ヴァルナなどの神々を礼拝しました。その頃はまだ神の像というものは存在せず、人々は想像上の神々に儀式、賛歌、マントラを捧げました。特定の神のある特定の力に祈ることによって、その神の恵みによって人々の願いは叶えられたのでした。例えば敵を倒したり、富の獲得を願うときはインドラに祈りました。
昔の聖者たちは最初次のように考えていました。「欲望が満たされると私は幸せを感じる。したがって欲望を満たすことが幸せになる方法である」と。したがって儀式の目的は欲望を満足させることでした。しかし次第に、欲望の満足によって得られる喜びは長続きせず、決して欲望が無くなることはない、ということに気がつきました。
我々も同じ種類の喜びを経験しています。しかし我々はその経験を忘れて懲りずに同じものを求め続けています。考え方ややり方を変えようとはしません。賢い人は違います。他の道を探します。聖者たちは安定した幸福を得る方法を探求しました。その探求の結果がギャーナ・カンダと呼ばれる部分です。
欲望がある間、永遠の至福を得ることはできません。聖者たちはそれを理解しました。欲望の対象は普通一時的なものですから、欲望の満足も一時的になります。一時的なものから永遠は生まれません。一時的なものから永遠を得ようとするのは矛盾であり非論理的です。
聖者たちはたくさんの思索と議論を積み重ねました。瞑想という道具で、自らの心を探求し、永遠の至福への道を発見しました。「一時的なことを放棄して、永遠のことを考えなさい。そうすれば永遠の幸せが現れます」これがウパニシャッドの結論です。
放棄の本当の意味は執着を捨てることです。出家をするとか森にすむとか外側の放棄ではなく、心の中で行われる放棄です。しかし口で言うほど簡単ではありません。どれほど大変か実践してみるとわかります。内面の放棄ができるようになるにはたくさんの実践が必要です。
ウパニシャッドの内容
永遠について考えようとするとき、いったい永遠とは何なのかという問題がでてきます。我々は永遠なるものを経験したことがないのでわからないのです。ウパニシャッドには何が永遠で何が永遠でないか、何が実在で何が非実在かという議論がたくさん出てきます。それは質問とその答えという形で説明されています。ウパニシャッドの中でどのような質問が提示されているのか、いくつか例を挙げてみます。我々はこれらの答えを勉強しないといけませんが、それは今後少しずつお話していくことになります。
①　何が実在で何が非実在か？
我々は実在とは何かを知りません。最初の段階は自分が知っているすべての生き物と物について識別し、実在と非実在を区別することです。識別の基準は、時間と空間で限定されているかどうか、すなわち始まりと終わりがあるかどうかです。
すべての生き物は生まれ、育ち、死にます。無生物も、過去には存在せず、今は存在し、将来消えて無くなります。広大で、永遠の象徴のようなヒマラヤさえ永遠ではありません。深く広く、無限に広がるかのように見える大海も無限ではありません。このように自分が知っているものを１つ１つ識別していくと、実在と非実在の違いについて少しわかってきます。はっきりとした確信は無くても、我々が認識しているものがブラフマンではないことは少しわかります。感覚器官を通して経験するものはすべて時間と空間で限定されているので非実在であり、それ以外の存在が実在です。
②　絶対的存在とは何か？
我々は相対的な存在です。他の存在に依存して我々も存在しています。たとえば空気がなければ生きることはできません。
ある時間に存在するが、別の時間には存在しない。このような存在は相対的です。我々は死ぬと肉体は無くなりますが、魂は無くなりません。存在には絶対的な側面と相対的な側面があります。肉体は相対的存在、魂は絶対的存在です。
知識も相対的です。ある学生が科学を勉強しているとします。彼の先生は彼よりももっと多くの知識を持っています。しかし先生より科学者の方がもっと高度な知識を持っています。しかし科学者といえども完全な知識は持っていません。専門分野以外については無知であることがあります。
我々の味わう幸せも相対的です。貧乏人の幸せとお金持ちの幸せは違います。また我々の経験では100％純粋な幸せ、100％純粋な苦しみなどありません。
それなら絶対的な知識や絶対的な至福は存在しないのでしょうか？ウパニシャッドによればそれは存在します。
③　この宇宙の源は何か？
ここに一つの考えがあります。宇宙は創造されたのではなく、自然に発生したというものです。しかしこれは可能でしょうか？
例えばコンピューターは膨大な仕事をこなすことができますが、コンピューター自体は人が作ったものです。机を考えてみてください。机は木材から出来ています。そして木材は木からできています。机はひとりでに発生したのではなく、それが作られるときに意識を持つものが関わりました。木から木材を伐り出し、机の形に組み立てた者の存在です。その者がいなければ机は存在しませんでした。小さいもの、大きいものすべて物質でできているものは同様です。
自然も同じです。自然の素材は物質ですが、物質を作ることができるのは意識を持つものだけです。創造があれば必ず創造者が存在します。創造されたものはいつも物質ですが、物質の創造者は物質ではありません。これは重要なポイントです。
④この宇宙の創造者は誰か？
それは意識があるものです。答えはウパニシャッドの中にあります。
多種多様な名前と形と性質を持つあらゆる存在の中に、変わらない共通する基礎というものがあるのか？何が単一と呼ばれるものなのか？その答えもウパニシャッドの中にあります。
みなさんは毎日3つの状態を経験しています。
　　　①　ジャグラート[Jagrat]（目覚めている状態）
　　　②　スワプラ[Swapra]（夢をしている状態）
　　　③　スシュプティ[Sushupti]（夢を見ていない深い眠りの状態）です。
　　　そしてこの三つの状態を超越しているのがトゥリーヤ[Turiya]です。
夢を見ているとき、夢の中の経験が現実だと思い込んでいます。これが夢だったとわかるのは目が覚めた時です。今の我々は「目はあいていても夢を見ている状態」です。トゥリーヤに入ると今の状態は何なのか、真実がわかります。
人は毎日もし一秒でもスシュプティに入ることがなければ生きていくことはできません。スシュプティのとき普段我々が同一視している心や肉体から離れて、純粋な真の自己に帰っています。我々は毎日自分の本性に戻らないといけないのです。しかし睡眠中のスシュプティには無意識で入っています。眠っている間に豪華な部屋に運ばれてもそれを楽しむことができないのと同じように、霊的な結果は生まれません。我々の挑戦は意識的にスシュプティに入ることです。これがサマディであり、トゥリーヤと言われるものです。
④　ブラフマン、絶対、至高の霊などと呼ばれているものの本性は何か？
個人の中には人格の様々なレベルが存在します。肉体レベル、エネルギーのレベル、感覚と心のレベル、知性レベル、自我のレベルです。普通の人はここまですが、ウパニシャッドはこれ以外のレベルが存在すると言います。それは魂のレベルです。
⑤　死ぬと私の存在はすべて無くなるのか？
カタ・ウパニシャッドの内容はその質問で始まります。私のある部分は無くなりますが、ある部分は無くなりません。
⑥　私の人格の基礎は何か？誰が統合しているのか？
人格の様々なレベルを統合するものがなければ、歩くこともできません。右足は歩こうととしても左足は進もうとしません。心、体はバラバラになり、動きません。
体は物質、心、知性も物質です。魂以外の自己のすべてのレベルは物質ですが、意識があるかのように見えます。意識がなければ自分で動くことも考えることもできません。物質である自分は意識をどこからか借りて機能しているのでしょうか？
⑦　アートマンと呼ばれるミクロレベルの実在と、ブラフマンと呼ばれるマクロレベルの実在は同じものか？
内なる自己（アートマン）とブラフマンの関係はウパニシャッドのなかで大きく取り上げられています。
ウパニシャッドには実在と非実在に関してたくさんの質問が出てきます。これらの質問にインドの昔の聖者たちは熟考を重ねて答えを出しました。その答えがヴェーダーンタ哲学の基礎になっています。ずっと昔に真理を発見して以来、その実践は今も続いています。
科学的真理はいつも変化しますが、昔のインドで発見されたウパニシャッドの真理は今も変化することなく、人々の人生の支えになっています。またウパニシャッドには真理だけでなく、真理を勉強するための条件、勉強の方法、実践の際の障害、勉強の結果についても語られています。
以上、全体的にウパニシャッドの概要を説明しました。昔１０００あまりのウパニシャッドがあったといわれていますが、現存するのは１００程です。そのなかでも１２のウパニシャッドが有名です。シャンカラチャリアがこれら１２のウパニシャッドについての注釈を書いたからです。その中で最も小さいものがイーシャ・ウパニシャッド、最も大きいものがチャーンドギヤ・ウパニシャッドとブリハドアーラニヤカ・ウパニシャッドです。
� ヒンドゥー教社会の４つのアーシュラマのうちの林棲期において、儀式を行うことができないため、儀式のシンボルと哲学的な意味について説明している。
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